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 「ひろがれ、ひろがれ 」   

                           副校長  尾澤 佳彦 

 

直前まで天候を心配しておりましたが、先月 26日（土）に本校第 49回 

運動会が無事に開催されました。保護者の皆様をはじめとして、ご来賓や地

域の皆様のご臨席を多数賜り、また、たいへん温かい拍手や声援を送って

いただきました。本当にありがとうございました。 

子どもたちは、この日のためにスローガンや応援について話合いを重

ね、運動会を創り上げてまいりました。演技や競技の練習を重ねて、各学

年がそれぞれに元気に楽しく表現できるようになりました。ひとつの目標に

向かって係や学級、学年で協力して取り組んでいくという、運動会に向けての

取組の中で、子どもたちはかけがえのない経験をしたことと思います。その一つひとつの経験がやがて大き

な結晶となり、今後の学校生活を支え、そして生かされていくのだと思います。 

さて、第Ⅶ期のテーマは「ひろがり」です。 

運動会を過ぎてから本格的な秋の空となりました。昼間に空を見上げれば澄んだ青空が広がっていま

す。夜空を見上げれば、瞬く星空が広がっています。 

私事で大変恐縮ですが、私は星を見るのが好きで天体ショーがあると聞けば観察しやすいところへ行っ

て夜空を眺めています。夜中に箱根の山中から満天の星空をぼうっと眺め、時折見える流星や人工衛星の

光などをゆっくりと目で追っていると、夜空の広がりだけではなく、時間の広がりまでも感じることができる

気がします。 

一番身近な月から地球までの光の到達時間は約 1秒。太陽からは約 8分。夜空に青く光るシリウスか

らは約 8年かかります。ということは、つまり私たちは今、8年前のシリウスの光を見ているのです。アンドロ

メダ星雲に至っては光の速さで 250万年もかかります。250 万年前の光です。夜空の星たちまでの距離

はそれぞれ違いますが、今眺めている光は、皆それぞれの星の過去の姿で

す。夜空にちりばめられた星たちの雄大な時間の「ひろがり」を私たちは見

ているわけです。「ひろがり」の形とは実に様々です。 

世の中の様々なものにそれぞれの「ひろがり」があるように、子どもたち

一人ひとりにもそれぞれに「ひろがり」があると思います。小菅ケ谷っ子た

ち一人ひとりが自分の思いを大切にしながら、それぞれの「ひろがり」を目

指していけるように、その思いを大切にしながら、私たち教職員も尽力して

いきたいと思います。 
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